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第３回気候変動適応に関する研究機関連絡会議

令和4年3月30 日（水）

気候変動適応型作物の創出技術
の開発および活用

-今後の連携案に関する参考資料-
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参考資料４



キャッサバ：食糧安全保障や貧困削減などの地球規模課題に
貢献する、熱帯・亜熱帯地域の重要な澱粉資源作物

(CO2削減にも貢献、約1.4億トンのCO2を吸収、2018FAOデータ）
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挿し木後1年

●生育：
・肥料なしでも育つ
・悪環境下(高温・乾燥地、貧栄
養土壌等)でも育成可能

・全ての器官が無駄なく利用可能

●葉：
・家畜の飼料
・エリ蚕の餌

●茎：
・繁殖に利用

●根：
・タピオカでん粉
・食料・バイオマス
として利用

タピオカジュース 甘味料

バイオプラスチック

アミノ酸

バイオエタノール

食品物性改良 産業用糊

フィルム 紙表面のｺｰﾃｨﾝｸﾞ材

食料・産業原材料
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インドネシア
20.7 Mt/year

タイ
31.1 Mt/year

中国= 4.8 Mt/year

ブラジル = 21.1 Mt/year

コロンビア = 2.1 Mt/year

パラグアイ= 3.2 Mt/year

コンゴ民主共和国= 14.7 Mt/year

ガーナ = 17.8 Mt/year

FAO STAT2016 (http://faostat.fao.org/)

ベトナム
11.0 Mt/year

ナイジェリア = 57.1 Mt/year

カンボジア
10.0 Mt/year

キャッサバはアジア・アフリカの食糧安全保障、貧困削減、

産業上に必須の熱帯作物（世界の10億人の食糧源、収入源）

アジア
89.3 Mt/year

アフリカ
157.3 Mt/year

ラテンアメリカ
30.3 Mt/year

キャッサバの生産量は近年増加傾向
キャッサバの需要は高まっている

食品や工業原材料
貧農の生活改善 主に食糧安全保障

食品や工業原材料
貧農の生活改善
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国内におけるキャッサバ生産地(HP掲載情報）

沖縄・鹿児島

静岡

茨城

群馬

邑楽町
アグリファーム

（30トン/4ヘクタール、
2018年HP参考データ）

本州でもキャッサバ生産が
可能になりつつある。

小笠原

(株)トロピカル・プラネット
（栃木県那須烏山市）

本州でもキャッサバの
栽培が可能

連携提案課題：・キャッサバ（環境ストレスに強くCO2削減に貢献する）の
国内生産増加に向けた試験研究（生産可能地域および栽培
方法の検討）
・キャッサバ・サツマイモ・ジャガイモの国内研究者・生産者など
との連携ネットワークの構築（研究会の開催）
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アミノ酸
などの
有用物質

廃棄物
（窒素等を
豊富に含む）

圃 場 へ 展 開

茎を繁殖に利用

デンプン

パルプ

セルロースフィルム

キャッサバ
(無駄のない作物）

食料

甘味料

食品加工用材料

工業用原材料

発酵

グルコースに分解

環境にやさしい
再資源化

大学、研究所、日本企業などと連携
して二酸化炭素排出量を削減し

持続的な低炭素社会へ
(カーボンニュートラル）

理研、AGI、 CIAT、
国内外の大学・研究機関、
日本企業など

キャッサバを用いた持続的な低炭素社会の実現

エリ蚕の餌

絹製品

エタノール

1. 環境ストレス耐性強化・
バイオマス向上等に関与する
有用遺伝子・化合物の同定
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2. 化学制御・ゲノム編集
技術などの活用による
有用キャッサバの創出技
術の開発

アミノ酸由来
の栄養資材



気象データ、栽培条件、遺伝子発現を指標にキャッサバ
の生産性・環境適応を予測するシステムの開発

1. 生育環境・気象（気温、日射量 etc. ）
2. 栽培条件（土壌養分分析 etc.）
3. 生育、表現形質（ドローン撮影）
4. 遺伝子発現情報

収集するデータ

将来展望・ 社会実装

大規模データの統合・ 実際の農業形質とモデルの照合

農業上重要形質の
実測データ

栽培可能地域の割り 出し

地域・ 気候に対応し た
ジ ェ ノ タ イ プの作出や
栽培条件の提言

最適な収穫時期の予測

キ ャ ッ サバ

日本国内の調査圃場

気象

栽培条件

遺伝子情報

気象データ 遺伝子情報

フィージビリティスタディ：

キャッサバの国内生産増加に向けた試験研究。特に生産可能地域および栽培方法の検討

海外の調査圃場 日本国内の調査圃場

ベトナム、タイ、台湾、コロンビアなど

将来の連携先候補：JIRCAS、おおさか気候変動適応センター、
環境研気候変動適応センター、
理研R-CCSなど

キャッサバを用いた連携研究にご興味ある方は、理研の関
（e-mail: motoaki.seki@riken.jp; Tel: 045-503-9587)までお知らせ下さい。 6
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